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第 1 号議案

平成 18 年度事業報告

本学会の目的達成のため，定款に定められた次の各事項の事業を行う。

1. 研究発表会および学術講演会の開催（定款第 5 条一号）

1) 研究発表会

大会平成 18 年 3 月 29 日(水)～4 月 2 日(日），於高知大学朝倉キャンパス（高知県高知市）

大会委員長 伊藤慶明

研究発表 口頭 823 題，ポスター 129 題 計 952 題

シンポジウム 6 件 演題 62 題，ミニシンポジウム 3 件 演題 17 題

平成 17 年度日本水産学会賞等受賞者講演 13 題

参加者数 1,430 名

2) シンポジウム

大会開催時（平成 18 年 3 月 29 日，4 月 2 日，於高知大学朝倉キャンパス）

) ｢水産学と日本水産学会の未来 Part」演題 7 題，（主催 理事会）

企画責任者塚本勝巳

) 「音響資源調査の新技術―計量ソナー研究の現状と展望―」演題 9 題

企画責任者飯田浩二古澤昌彦濱野 明高尾芳三伊藤智幸稲田博史

) 「海洋深層水の特性と利用」演題 13 題

企画責任者川合研児伊藤慶明高橋正征深見公雄藤田大介

) 「水生動物の行動と漁具の運動解析におけるテレメトリー手法の現状と展開」演題 12 題

企画責任者山根 猛光永 靖河邊 玲佐藤克文赤松友成荒井修亮山本勝太郎

) 「モデル水産植物研究の現状と課題」演題 11 題

企画責任者伏谷伸宏嵯峨直恆北出幸広谷口和也天野秀臣堀 貫治

) 「貝毒問題を巡る近年の研究の展開」演題 10 題（主催 水産環境保全委員会）

企画責任者今井一郎福代康夫広石伸互

3） ミニシンポジウム

大会開催時（平成 18 年 3 月 29 日，於高知大学朝倉キャンパス）

) 「ゴーストフィッシング研究の現状と方向性」演題 6 題

企画責任者渡部俊広松岡達郎兼広春之秋山清二稲田博史

) 「クロマグロの初期発育と種苗生産―現状と展望―」演題 6 題

企画責任者熊井英水坂本 亘細川秀毅

) 「魚類の発生工学の現状と展望」演題 5 題

企画責任者山羽悦郎吉崎悟朗荒井克俊

4） 講演会

2006 ジャパンインターナショナルシーフードショウにおける講演会「水産と水産食品の未来を考える」演題 3 題，

（日本水産学会大日本水産会 共催）

平成 18 年 7 月 19 日，於東京国際展示場東京ビックサイト（東京都江東区）

企画責任者 會田勝美，講演者 石原英司渡部終五河野一世

参加者数約 100 名

5） 支部の活動

） 北海道支部

◯支部大会（平成 18 年 12 月 15 日16 日），於北海道大学学術交流会館（北海道札幌市）

シンポジウム「北海道のサケ研究の現状と将来展望」演題 6 題 参加者数約 110 名

シンポジウム「北海道の環境と農林水産―次世代への提言―」演題 8 題 参加者数約 100 名

一般研究発表 43 題 参加者数 200 名

若手の会講演会 演題 2 題 参加者数 60 名

） 東北支部
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◯支部大会（平成 18 年 11 月 24 日25 日），於秋田県農林水産技術センター水産振興センター（秋田県男鹿市）

ミニシンポジウム「東北地方における地域特産水産資源の現在展望」演題 6 題

一般研究発表 26 題

参加者数 70 名

◯支部例会（平成19年 2 月 2 日），於東北大学農学部（宮城県仙台市）

特別講演 3 題

参加者数約 100 名

） 関東支部

◯シンポジウム（平成 18 年 8 月 25 日），於水産総合研究センター中央水産研究所日光庁舎日光プリンスホテ

ル（栃木県日光市）

奥日光淡水魚シンポジウム「淡水魚の生物学的研究および内水面漁業研究のフロントからの報告」演題 8 題

参加者数 56 名

◯単行本「海の利用と保全―野生生物との共存を目指して―」宮崎信之青木一郎編を団体，賛助会員へ寄贈

◯関東支部細則の一部改正

） 中部支部

◯第 1 回支部大会（平成 18 年 8 月 25 日），於ガレッソホール－コープシティ花園（新潟県新潟市）

ミニシンポジウム「日本海中部海域の大型クラゲの異常出現と対応」演題 4 題

一般研究発表 13 題

参加者数 83 名

◯第 2 回支部大会（平成 18 年 12 月 22 日），於三重大学メディアホール（三重県津市）

講演会「イセエビ研究の現状と将来展望」演題 3 題

一般研究発表 14 題

参加者数 53 名

◯中部支部細則の一部改正

） 近畿支部

◯前期例会（平成 18 年 7 月 1 日），於和歌山県農林水産総合技術センター（和歌山県東牟婁郡）

シンポジウム「持続的養殖生産確保法施行後における養殖漁業の管理と将来展望」演題 8 題

参加者数 76 名

◯後期例会（平成 18 年 12 月 2 日），於大阪市立大学（大阪府大阪市）

一般研究発表 21 題，優秀発表賞表彰 3 名

参加者数 65 名

） 中国四国支部

◯平成 18 年度日本水産学会大会，平成 18 年 3 月 29 日～4 月 2 日，於高知大学朝倉キャンパス

担当 高知大学農学部

◯支部大会（平成 18 年 10 月 21 日22 日），於リーガロイヤルホテル（広島県広島市）

シンポジウム「海藻をめぐる最近の話題―中国四国地域における試み―」演題 6 題

一般研究発表 25 題

公開講演「中高生一般人のための水産学入門」演題 4 題

参加者数 シンポジウム 56 名，一般研究発表 58 名，公開講演 33 名

◯中国四国支部細則の一部改正

） 九州支部

◯支部例会（平成 18 年 10 月 14 日），於宮崎市民プラザ会議室（宮崎県宮崎市）

シンポジウム「水産物のブランド化と経営戦略―水産養殖産物の高品質化とその販売―」演題 9 題

参加者数 93 名

◯支部大会（平成 19 年 1 月 27 日），於宮崎大学農学部木花キャンパス（宮崎県宮崎市）

一般研究発表 21 題

参加者数 60 名

◯支部細則の一部改正
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6） 委員会の活動

） 漁業懇話会委員会

◯第 51 回講演会（平成 18 年 3 月 29 日），於高知大学朝倉キャンパス

講演「21 世紀における国際学術交流」演題 7 題，参加者数 89 名

） 水産利用懇話会委員会

◯第 1 回講演会（平成 18 年 10 月 18 日），於東京大学弥生講堂（東京都文京区）

講演「美味しさを科学する―最新の評価について―」演題 2 題，参加者数 65 名

◯第 2 回講演会（平成 19 年 2 月 20 日），於東京大学弥生講堂

講演「世界の水産資源および水産物の消費動向」演題 2 題，参加者数 41 名

） 水産増殖懇話会委員会

◯第 1 回講演会（平成 18 年 10 月 7 日），於鹿児島大学水産学部講義棟（鹿児島県鹿児島市）

講演「養殖用の人工種苗の現状と展望について」演題 6 題，参加者数 141 名

◯第 2 回講演会（平成 19 年 2 月 3 日），於東京大学農学部

講演「輸入養殖水産物の海外における生産の現状」演題 4 題，参加者数 101 名

） 水産環境保全委員会

◯シンポジウム（平成 18 年 3 月 29 日），於高知大学朝倉キャンパス

「貝毒問題を巡る近年の研究の展開」演題 10 題，参加者数 82 名

◯研究会（平成 18 年 11 月 25 日），於東京海洋大学品川キャンパス楽水会館（東京都港区）

「水産環境保全にとっての干潟再生の意義」演題 7 題，参加者数 89 名

◯沿岸環境関連学会連絡協議会への参加

第 16 回ジョイントシンポジウム（平成 19 年 2 月 17 日），於東京海洋大学品川キャンパス楽水会館

「沿岸環境モニタリングの持続性を支える制度資金人の現状と課題―今，“学”ができることは何か」

演題 13 題，参加者数 111 名

2. 学会誌および学術図書の刊行（定款第 5 条二号）

1） 学会誌

) 日本水産学会誌第 72 巻 2 号～第 73 巻 1 号まで計 6 冊［報文 68 編，総説，企画記事，会告，会報等総ペー

ジ 1,318 ページ（各号 4,700 部発行）］

) Fisheries Science 第 72 巻 2 号～第 73 巻 1 号まで計 6 冊［報文 181 編，総説等総ページ 1,403 ページ（各号

5,100 部発行）］

2） 水産学シリーズ

) 第 151 号「海洋深層水の多目的利用」伊藤慶明高橋正征深見公雄編，1,000 部発行

) 第 152 号「テレメトリー―水生動物の行動と漁具の運動解析―」山本勝太郎山根 猛光永 靖編，

1,000 部発行

3） ベルソーブックス

） 024「江戸の俳諧にみる魚食文化」磯 直道著，2000 部発行

） 025「魚の変態の謎を解く」乾 靖夫著，2,000 部発行

） 026「魚の心をさぐる―魚の心理と行動―」益田玲爾著，2,000 部発行

） 027「魚のウロコのはなし」吉冨友恭著，2,000 部発行

） 028「海のギャング サメの真実を追う」中野秀樹著，1,500 部発行

3. 関連学会等との連絡および協力（定款第 5 条三号）

1） 共催

） 第 43 回理工学における同位元素放射線研究発表会

主催 日本アイソトープ協会，共催 応用物理学会，他 59 学協会

平成 18 年 7 月 6 日，於日本青年館（東京都新宿区）

） 第 15 回市民公開講座「未来の海洋科学者たちへ」

主催 パイセス年次会合現地実行委員会，共催 水産海洋学会



601601会 報

平成 18 年 10 月 22 日，於横浜市開港記念館（神奈川県横浜市）

2） 協賛

） 第 17 回ハイドロコロイドシンポジウム

主催 食品ハイドロコロイド研究会，協賛 化学工学会，他 27 学協会

平成 18 年 5 月 18 日，於東京総評会館（東京都千代田区）

） 第 52 回低温生物工学会セミナー

主催 低温生物工学会，協賛 日本測定学会，他 12 学協会

平成 18 年 5 月 26 日，於九州大学箱崎キャンパス国際ホール（福岡県福岡市）

） 第 9 回マリンバイオテクノロジー学会大会

主催 マリンバイオテクノロジー学会，協賛 日本農芸化学会，他 12 学協会

平成 18 年 5 月 27 日28 日，於東京海洋大学品川キャンパス

） 平成 18 年度農学系 JABEE 研修会

主催 財農学会，他 3 団体，協賛 砂防学会，他 28 学会

平成 18 年 7 月 29 日，於東京大学弥生講堂

） EFAFF2006（第 7 回農業水産環境展）

主催 農林水産環境展実行委員会，協賛 国際食糧農業協会，他 62 団体

平成 18 年 8 月 29 日～9 月 1 日，於パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

） 第 4 回高付加価値食品開発のためのフォーラム

主催 日本食品機械研究会，協賛 日本栄養食糧学会，他 13 学会

平成 18 年 8 月 31 日9 月 1 日，於富士教育研修所（静岡県裾野市）

） 第 45 回日本油化学会年会

主催 日本油化学会，協賛 石油学会，他 6 学協会

平成 18 年 9 月 8 日～10 日，於東京理科大学野田キャンパス（千葉県野田市）

） テクノオーシャン 2006/第 19 回海洋工学シンポジウム

主催 テクノオーシャンネットワーク他 3 団体，協賛 日本水環境学会，他多数団体

平成 18 年 10 月 18 日～20 日，於神戸国際展示場（兵庫県神戸市）

） 2006 年度日本冷凍空調学会年次大会

主催 日本冷凍空調学会，協賛 近畿冷凍空調工業会，他 22 団体

平成 18 年 10 月 22 日～26 日，於九州大学医学部百周年講堂（福岡県福岡市）

） シンポジウム「海洋生物の着底と変態」

主催 日本付着生物学会，日本ベントス学会，他 11 学会

平成 18 年 10 月 25 日26日，於東京大学弥生講堂

） 第 38 回海中海底工学フォーラム

主催 海中海底工学フォーラム運営委員会，協賛 日本船舶海洋工学会，他 8 団体

平成 18 年 10 月 27 日，於東京大学海洋研究所講堂（東京都中野区）

） 第 18 回研究成果発表会

主催 海洋調査技術学会，協賛 海中海底工学フォーラム，他 16 団体

平成 18 年 11 月 9 日10 日，於海上保安庁海洋情報部（東京都中央区）

） 第 47 回高圧討論会

主催 日本高圧力学会，協賛 応用物理学会，他 42 学協会

平成 18 年 11 月 9 日～11 日，於熊本市産業文化会館（熊本県熊本市）

） 日本食育学会設立記念シンポジウム

主催 日本食育学会，協賛 本学会のみ

平成 18 年 11 月 17 日，於東京農業大学百周年記念講堂（東京都世田谷区）

） 第 6 回基準油脂分析試験法セミナー

主催 日本油化学会，協賛 日本化学会，他 6 学会

平成 18 年 11 月 30 日12 月 1 日，於東京理科大学森戸記念館（東京都新宿区）

3） 後援
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） 第 3 回国際エアロアクアバイオメカニズムシンポジウム（JSABMEC）

主催 日本エアロアクアバイオメカニズム研究会，後援 日本機械学会，他 9 団体

平成 18 年 7 月 3 日～7 日，於沖縄コンベンションセンター（沖縄県宜野湾市）

） 宮崎日伊シンポジウム「マリンバイオテクノロジーの現状と未来」

主催 宮崎日伊協会，後援 文部科学省，他 5 団体

平成 18 年 11 月 17 日，於宮崎県立図書館会議室（宮崎県宮崎市）

4） 第 5 回世界水産学会議開催準備の協力

メインテーマ「世界の福祉と環境保全のための水産業」

平成 20 年 10 月 20 日～24 日，於パシフィコ横浜会議センター（神奈川県横浜市）

主催 日本学術会議，日本水産学会 共催 世界水産学協議会，水産総合研究センター

5） 日本学術会議への協力

6） 日本農学会への協力

7） 財農学会への協力

8） 学術の共同研究，情報の交換

9） 海外との学術交流

） アメリカ水産学会との交流

◯第 136 回アメリカ水産学会大会参加（平成 18 年 9 月 11 日～15 日，於レークプラシット）

◯平成 1 8年度日本水産学会大会招待

◯ 2007 アメリカ水産学会大会（平成 19 年 9 月 2 日～6 日，於サンフランシスコ）

合同シンポジウムのテーマの検討

） 世界水産学協議会，世界水産学会議への協力

） 文献交換の斡旋

） 外国人研究者との交流

） その他

4. 研究業績の表彰（定款第 5 条四号）

1） 日本水産学会賞等受賞者の決定

日本水産学会賞 青木 宙 魚介類の生体防御に関する研究

谷口順彦 魚類集団の遺伝的多様性の保全と利用に関する研究

日本水産学会功績賞 田中 克 海産魚類の仔稚魚期の生態と生理に関する一連の研究

山内晧平 魚類の回遊と生殖の生理機能に関する一連の研究

水産学進歩賞 酒井正博 魚類の自然免疫応答を用いた疾病の制御に関する研究

鈴木敏之 貝毒の精密分析法の開発及び二枚貝の毒化機構に関する研究

武田重信 鉄による海洋一次生産の制御機構の解明

萩原篤志 ワムシ類等餌料用動物プランクトンの生理機能と仔魚への餌料効果に関する研究

水産学奨励賞 新井崇臣 耳石解析による魚類の生活史と回遊履歴に関する研究

勝川俊雄 水産生物資源の順応的管理に関する研究

近藤秀裕 魚類培養細胞の増殖特性およびストレス応答に関する生化学的研究

中田和義 ザリガニ類の保全および増殖に関する研究

水産学技術賞 佐藤常雄 水産物中のヒスタミン簡易測定法の開発

松下吉樹 底曳網漁業の海洋生態系への影響緩和技術開発

2） 日本水産学会論文賞の決定

） Fisheries Science 第 72 巻 1 号 7782 ページ

Development and application of ‰uorescence in situ hybridization (FISH)method for simple and rapid identiˆ-

cation of the toxic dino‰agellates Alexandrium tamarense and Alexandrium catenella in cultured and natural

seawater

田辺(細井)祥子，左子芳彦

） Fisheries Science 第 72 巻 1 号 105114 ページ
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Food sources for the bivalve Corbicula japonica in the foremost ˆshing lakes estimated from stable isotope anal-

ysis

笠井亮秀，豊原治彦，中田晶子，三浦常廣，東 信行

） Fisheries Science 第 72 巻 1 号 149156 ページ

Thermal adaptation of Paciˆc blueˆn tuna Thunnus orientalis to temperate waters

北川貴士，木村伸吾，中田英昭，山田陽巳

） Fisheries Science 第 72 巻 2 号 342349 ページ

Molecular attempt to identify prey organisms of lobster phyllosoma larvae

鈴木伸明，村上恵祐，竹山春子，張 成年

） Fisheries Science 第 72 巻 4 号 774780 ページ

Inbreeding depression traits in Paciˆc abalone Haliotis discus hannai by factorial mating experiments

朴 哲志，李 琪，小林俊将，木島明博

） Fisheries Science 第 72 巻 4 号 846854 ページ

Role of small-scale ˆshing in Kompong Thom Province, Cambodia

堀 美菜，石川智士，Ponley Heng, Somony Thay, Vuthy Ly, Thuok Nao，黒倉 寿

） 日本水産学会誌 第 72 巻 4 号 725733 ページ

増殖ステージが異なるワムシを摂餌したヒラメ仔魚の発育と形態異常の出現

友田 努，小磯雅彦，陳 昭能，竹内俊郎

3） 平成 19 年度日本農学賞受賞候補者の推薦

塚本勝巳「ウナギの回遊に関する研究」

4） 平成 18 年度日本農学進歩賞受賞候補者の推薦

松山幸彦「新型赤潮生物ヘテロカプサの発生機構解明と漁業被害防止の開発」

5. その他目的を達成するために必要な事業（定款第 5 条五号）

1） 通常総会 1 回，平成 18 年 3 月 31 日，於高知大学朝倉キャンパス

） 平成 17 年度事業報告，収支決算および財産目録，貸借対照表の承認

） 平成 18 年度事業計画案および収支予算案の承認

） 平成 19 年度事業計画案および収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの承認

） 細則の一部改正の承認

） 役員（理事および監事）の承認

） 名誉会員の承認

） 除名者の承認

2） 評議員会 1 回，平成 19 年 3 月 27 日，於東京海洋大学品川キャンパス

） 平成 18 年度事業報告案，収支決算案および財産目録，貸借対照表案の承認

） 平成 19 年度事業計画案および収支予算案の承認

） 平成 20 年度事業計画案および収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの承認

） 細則の一部改正案の承認

） 平成 19 年度役員（理事）候補者の承認

） 名誉会員候補者の承認

） 平成 18 年度除名予定者の承認

3） 理事会 7 回

平成 18 年度第 3 回，平成 18 年 3 月 31 日，於城西館会議室（高知県高知市）

） 会長，副会長の選出

） 理事の担当部門の決定

） 将来計画ワーキンググループの設置

） 委員長，副委員長の任期に関する規程の一部改正の承認

） 編集委員会，シンポジウム企画委員会および国際交流委員会の委員長の選出

） 入会者の承認
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平成 18 年度第 4 回 平成 18 年 6 月 16 日，於東京海洋大学品川キャンパス

） 会長の職務代理の指名

） 会長指名理事候補者選出

） 会長指名評議員候補者選出

） 国際交流委員会委員，幹事の選出

) 「再雇用職員の就業に関する規程」制定

） 平成 1617 年度理事会から引継ぎ事項の確認

） 平成 18 年度支部補助金交付金配分の決定

） 支部細則（中国四国支部，九州支部）一部改正の承認

） 永年会員の認定

） 2006 シーフードショウにおける講演会開催の承認

） 企画広報委員会委員の選出

） 2007 アメリカ水産学会大会合同シンポジウム開催の承認

） 協賛依頼の承認

） 入会者の承認

平成 18 年度第 5 回 平成 18 年 9 月 30 日，於東京海洋大学品川キャンパス

） 定款一部改正(案)および細則の一部改正(案)の検討

） 平成 1819 年度会長指名理事候補者担当の承認

） 各種規定の名称変更の承認

) 「職員就業規則」改訂の承認

) 「職員給与規則」改訂の承認

) 「短時間勤務有期雇用職員就業規則」制定の承認

) 「職員育児介護休業規程」制定の承認

) 「職員の定年に関する規定」廃止の承認

) 「学会誌配布規定」一部改正の承認

） 大会開催本部交付金の承認

） 支部会計次期繰越金額の承認

） 出版委員会のベルソーブックス担当を別組織にする案の承認

） 平成 18 年度日本水産学会賞等受賞者の決定

） 平成 19 年度日本農学賞受賞候補者の推薦

) 「Fisheries Science」誌出版社の選定，契約の承認

） 日本水産学会誌のアーカイブ化に伴う論文著作権取り扱いの承認

） 平成 18 年度編集委員会委員の選出

） 平成 19 年度再雇用職員採用の承認

） 理事会主催シンポジウム Part開催の承認

） 共催，協賛，後援依頼の承認

） 入会者の承認

平成 18 年度第 6 回 平成 18 年 12 月 9 日，於東京海洋大学品川キャンパス

） 定款一部改正(案)検討の中断

） 名誉会員推薦の承認

） ベルソーブックス委員会規則(案)制定および細則一部改正(案)の承認

） 同上委員会規則制定による各種規則，規程一部改正の承認

) 「職員給与規則」別表「退職手当」一部改正の承認

) 「大会規程」一部改正の承認

） 会員名簿発行の検討

） 平成 19 年度日本農学会評議員，運営委員の選出

） 共催，協賛依頼の承認

） 機関別認定評価に係わる専門委員候補者の推薦
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） 入会者の承認

) 「水産海洋大学進学フェア」の検討

平成 18 年度第 7 回 平成 19 年 2 月 3 日，於東京海洋大学品川キャンパス

） 平成 18 年度事業報告案ならびに収支決算案の審議

） 平成 19 年度事業計画案ならびに収支予算案の審議

） 平成 18 年度除名予定者の審議

） 支部細則（関東支部，中部支部）一部改正の承認

） 平成 18 年度日本水産学会論文賞の決定

） 編集委員会，企画広報委員会，水産学教育推進委員会委員長の選出

) 「日本水産学会プライバシーポリシー」制定の審議

） 理事会主催シンポジウム Partのプログラムの審議

) 「沿岸環境関連学会連絡協議会」参加経費申請の審議

） シンポジウム企画委員会主催のシンポジウム取扱申請の審議

） 第 5 回世界水産学会議の募金取り扱い申請の承認

） 協賛依頼の承認

） FAO との MOU 締結の審議

） 財政検討委員会設置の承認

平成 19 年度第 1 回 平成 19 年 3 月 17 日，於東京海洋大学品川キャンパス

） 平成 18 年度事業報告案ならびに収支決算案，貸借対照表案および財産目録の審議

） 平成 19 年度事業計画案ならびに収支予算案の審議

） 平成 18 年度除名予定者の審議

） 平成 19 年度各種委員会委員および幹事の承認

) 「日本水産学会プライバシーポリシー」制定の承認

） 平成 20 年度春季大会開催地および委員長選出

） 名誉会員追悼文の学会誌掲載の承認

） 第 7 回水資源シンポジウムの委員選出

） 協賛依頼の承認

平成 19 年度第 2 回 平成 19 年 3 月 27 日，於東京海洋大学品川キャンパス

) 平成 18 年度事業報告案ならびに収支決算案，貸借対照表案，財産目録の審議および評議員会，総会に諮

ることの承認

) 平成 19 年度事業計画案，収支予算案の審議および評議員会，総会に諮ることの承認

) 平成 20 年度事業計画案，収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの審議および評議員会，総会に諮

ることの承認

） 役員（理事）候補者を評議員会，総会に諮ることの承認

） 名誉会員の推薦を評議員会，総会に諮ることの承認

） 平成 18 年度除名予定者を評議員会，総会に諮ることの承認

4） 委員会

） 編集委員会 5 回

） 企画広報委員会 6 回

） 学会賞選考委員会 2 回

） シンポジウム企画委員会 6 回

シンポジウム企画小委員会 1 回

） 出版委員会

水産学シリーズ担当 3 回

ベルソーブックス担当 2 回

） 漁業懇話会委員会 1 回

） 水産利用懇話会委員会 3 回

） 水産増殖懇話会委員会 3 回
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） 水産環境保全委員会 2 回

） 国際交流委員会 2 回

） 選挙管理委員会 1 回

） 水産学教育推進委員会 5 回

5） 支部

） 北海道支部 支部総会 1 回，支部評議員会 1 回

） 東北支部 支部総会 1 回，支部評議員会 2 回，支部幹事会 1 回，評議員幹事合同会議 1 回

） 関東支部 支部評議員会 2 回

） 中部支部 支部総会 1 回，支部評議員会 2 回

） 近畿支部 支部総会 1 回，支部評議員会 2 回

） 中国四国支部 支部総会 1 回，支部評議員会 1 回

） 九州支部 支部総会 1 回，支部評議員会 3 回

会 員 数 異 動 状 況（種別会員数)

種別

平 成
17 年度末
現 在 数

平 成 18 年 度 異 動
平 成
18 年度末
現 在 数

平 成 19 年 3 月 1 日 現 在

入会
種別変更

死亡 退会 除名 平成 19 年度
よ り 入 会

種別変更
現在数

入 出 入 出

名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名
正 会 員 3,150 136 34 4 5 157 27 3,127 112 41 3 3,277
(内，永年会員) ( 51) ( 8) ( 0) (0) ( 0) ( 0) ( 59) ( 59)
団体会員 194 0 0 0 0 6 0 188 1 0 0 189
賛助会員 79 1 0 0 0 4 0 76 1 0 0 77
外国会員 111 9 5 1 0 1 9 114 7 1 2 120
学生会員 275 230 2 37 0 195 0 275 270 1 39 507
名誉会員 25 0 1 0 1 0 0 25 0 1 0 26

合 計 3,834 376 42 42 6 363 36 3,805 391 44 44 4,196

平成 19 年度 3 月 1 日現在支部別会員数（正会員学生会員)

支部
種別 北 海 道 東 北 関 東 中 部 近 畿 中国四国 九 州 合 計

名 名 名 名 名 名 名 名
正 会 員 365 232 1,026 493 325 381 455 3,277

(内，永年会員) (3) (3) (27) (3) (9) (7) (7) (59)
学 生 会 員 65 43 203 41 54 43 58 507


